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1　は　じ　め　に

　これまで中海における介形虫の分布に関する研究は

IsHIzAKI（1969）によって行われている．当時は，境

水道から大根島西方を反時計周りに海水が進入してい

たことが，介形虫群集の分布からも明瞭に読み取るこ

とがでぎる．その後，干拓・淡水化計画の進行にとも

ない，1981年までに北西水域（本庄工区）を取り囲む

堰堤工事が完了したことにより，海水の進入経路や湖

水の交換状況が大きく変化した．筆者らを含む中海・

宍道湖自然史研究会では堰堤完成後の湖底環境を明ら

かにするために1986年に中海から境水道にかけて底層

水と底質表層試料の採取をおこなった．その概要と有

孔虫・珪藻および貝類についてはすでに報告されてい

る（中海・宍道湖自然史研究会ほか，1987；高安ほ

か，1989）．ここでは介形虫群集の分布について報告

し，堰堤完成以前の状況と比較を行う．また，中海南

東部の米子湾で1989年に採取したコア・サンプルの介

形虫分析をもとに過去1000年間の環境変化についても

考察する．

　本研究を進めるにあたり，介形虫の分析方法，同定

などについては，静岡大学の池谷仙之教授と同研究室

の皆様に多くのご教示をいただいた．また，本研究は

文部省科学研究費補助金・一般研究A　r中海・宍道湖

の環境変化に関する研究』（課題番号60400009，代表

者　三梨　昂）および一般研究A　r中海・宍道湖の環

境変遷一風土記時代と現在の比較からみた将来予測』

（課題番号O1400003，代表者徳岡隆夫）の一環として

行ったもので，試料採取においては研究組織のメン

バーや中海・宍道湖自然史研究会の方々に大変お世話

になった．これらの方々に心から感謝する次第であ

る．

＊島根大学理学部地質学教室

＊＊愛媛県上浦町立上浦中学校（1988年度島根大学卒業）

＊＊＊日本基礎技術株式会社（1989年度島根大学卒業）

H．試料採取および処理

A．表層試料

　試料は中海・宍道湖自然史研究会によって，1986年

7月17日～20日に，中海から27地点（N－01～N－27），

境水道から美保湾にかけて7地点（N－28～N－34），

の合計34地点（図一1）から採取されたものである．今

回は有孔虫と貝類分析に用いられた試料の残りを使用

した．試料の採取方法と処理方法については中海・宍

道湖自然史研究会ほか（1987）に記されているので，

それを参照されたい．

　試料中に含まれている介形虫殻はほとんどが片殻で

あり，ごくまれに生物体が内在する合殻個体が認めら

れた程度である．個体数の計数は片殻を1，合殻を2

とし，各段階の脱皮殻や死殻・生殻の区別はしなかっ

た．殻体が破損しているものについては，全体の2分

の1以上が保存されているものについてのみ計数し

た．こうして計数しながら，二分法で分割した残渣か

ら合計が400個体程度になるまで標本を摘出した．た

だし，中海では1地点で採取した底質試料（湿試料で

約200m∠）の全てを使っても，400個体に達しなかった

試料が少なくなかった．

B．柱状試料

　中海・宍道湖自然史研究会によって採取された

NU89－01，NU89－02およびNU89－03のコアを用い

た．NU89－01（コアの直径5．5cm，長さ1．32m）は1989

年7月に米子湾奥部の水深4．2m地点で，押し込み式
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図一1試料採取地点

採泥器によって採泥されたコアである．採泥時の条件

が悪く，採泥器がわずかに斜めに底質中に押し込まれ

てしまったことと，採取時にコアが多少縮んだ可能性

があること，などから同年9月にほぼ同地点（水深

3．9m）で重力式採泥器を用いてNU89－03（径5．5cm，

長さ1．62m）のコアが取られた．NU89－02（径5．5cm，

長さ1．52m）も同年9月に重力式採泥器によって採泥

されたもので，伯太川河口の北東約1㎞，水深6．8m

の地点である．採泥位置は六分儀によって地図上にお

とした（図一1）．

　採取された柱状試料は2．5cm毎に分割され，さらに

その半畳（約30m∠）を介形虫と有孔虫分析用に用い，

残りの半量は花粉・珪藻分析用の試料とした．

　中海底質の柱状試料から介形虫や有孔虫を摘出する

試料を調製するには，湿った状態の試料を直接ふるい

で水洗するのが最も効果的であることが，これまでの

経験から解っている．しかし，含水率の異なる試料間

の個体数の比較を行う場合には，一定量の乾燥試料中

の個体数として示した方が便利である．そこで，今回

の試料については乾燥試料10gあたりの個体数を算出

することを目的として，次のような処理を行った．

　まず，コアから分割された介形虫・有孔虫用試料の

うち20g程度をとり，その湿重量（WW）を計った

後，200メッシュのふるいで水洗した．その残渣を70

℃の定温乾燥器中で24時間乾燥させた後，乾燥重量

（DW’）を計った．一方，残りの湿試料で乾燥前後の

重さを計り含水率を求め，WWとから試料の乾燥重

量（DW）を計算した．また，DWとDWとから金砂

率も求めた．ここで求めた含砂率は生物遺骸を砂粒の

一部として扱っているので層準毎に変動が見られる

が，含水率はほぼ60％で一定していた．コアの記載，

含砂率などについては，本試料で有孔虫分析を行った

瀬戸ほか（1990）の報告を参照されたい．

　介形虫の摘出は乾燥した残渣試料で行われた．

NU89－01については2．5cm毎に分割された試料の全て

について，NU89－02とNU89－03についてはひとつお
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きの試料について摘出・計数した．計数の方法は前述

した表層試料の場合と同じであるが，分割された試料

が少量であったこともあり，1試料から200個体以上

を摘出できたものは少なかった．こうして計数された

結果からDWの値をもとに乾燥試料10g当りの個体

数を算出した．

m、表層試料の介形虫群集とその分析

A．種数と個体数

　34地点の表層試料中，30地点から介形虫が産出し，

東出雲町荒島沖のN－08，N－09，安来沖のN－17，およ

び米子湾奥のN－20では産出しなかった．表一1には
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図一2　各表層試料に含まれる介形虫種数と総個体数

　　a：種数　b：湿試料100ml中の総個体数

各地点から産出した介形虫種と湿試料100mZ当りのそ

れぞれの個体数を示した．表層試料採取時に試料の含

水率を求めていなかったので，このように示してあ

る．また，図一2a，2bには，それぞれ種数と各種の

個体数の合計（総個体数）の分布を示した．

　図からわかるように，大根島沿岸域を除く中海水域

の大部分は種数も総個体数も極めて少ない群集が占め

る．大根島沿岸部では種数は少ないが総個体数は多く

なる．また，中浦水門付近より境水道，美保湾にかけ

ては種数も総個体数も多い群集が占めるようになる．

そのうち，境水道のNα30～32ではやや総個体数が少な

くなる傾向がみられた．

　種数と総個体数の関係から群集構造のタイプ分けを

行うために，縦軸に種の多様度を示す指数を，横軸に

総個体数の対数をとって，各地点のデータをプロット

してみた（図一3）．多様度の指数としてはShannon－

Weaver関数のH’を用いた．図から解るように，各

地点の群集は種多様度が高く総個体数も多い境水道・

美保湾型と種多様度が低い中海型に分けられ，後者は

さらに総個体数が少ない順に中海1型，中海n型，中

海皿型に分けることができる．それぞれの群集型の分

布を図一4に示す．

B．主な種の分布

　同定した種は74種であり，そのうち群集の主な構成

要素となっている種について』その分布を図一5a～5i

に示す．

　Bた。〆n鷹ッ地θrθ6∫3αnθn3i3（図一5a）は最も多産し

た種で，中海ではほとんどこの種が独占している．と

くに大根島沿岸部では個体数が非常に多くなる．境水

道から美保湾にかけては個体数にばらつきがみられ

る．また，この水域では種数が多いため総個体数に対

するこの種の占める割合は30％以下となる．C冥hθ〆。一

解。ゆhααc妙観¢厩α（図一5b）も中海の湾奥部を除

いて比較的広域に分布する．ただし，前種に比べて産

出する個体数は圧倒的に少ない．本種は境水道の美保

湾よりで個体数がわずかに増加する．Sρガnizθ加〆ガs

g襯4〆iαoμ1飢厩（図一5c）は中海中央部ではあまり見

られず，むしろ米子湾や中海の沿岸部に特徴的であ

る．境水道から美保湾にかけても産出する．境水道か

ら美保湾にかけては多くの種が産出するが，その中で

乙。躍ooonohαaff．3ガnon3i3（図一5d）は美保湾側に偏っ

た分布を示す．ノ4祝〆ilαo』y御伽（図一5e），Pi3護06錨h－

o〆θガ3扉α4画（図一5f），Po寵06冥hθro常i雄θπ3ガ3（図一

59），Po彫oo冥ho〆θ鍬房αρonioα（図一5h），などは比



132 高安克己・植田和昭・太田久子

H，

5．9

4．0

3

2．0

LO

　　　　中海1型／
　　　　　　／　！

　　　　　／　　　　／／
　　　／　　　　　　　　1
　　／　　　18　　▲　　／　　　▲
　　ズ　／　　　　　　　　　　16
　／　　　　　　　　　●
　／

／

ノ

／　　　2　　　　　　10

　　　　1

’　　　　、＼

　25　＼
●　　　＼

▲4

　　●3

　31■

／

1

＼

＼　　　■30
＼＼29■

　＼
　　＼
　　＼＼　　33
　　　・★
　　　＼＼

　＼
　＼

　　、　　中海H型
　　、　　　　一一　ペ　　　　　　　　　　ろ　　ヤ　　ズ　　　　ペ　　　　ノ
　　151／　　　　、一’
　●1／●22
．昭6・2311▲14

▲19＼、

　　　　100

ノ　　　　　ヘペ

　▲21、

　　、

24　12／

　　1000

　　　　　へぺ
　　　　　　　　　　　　■32、
　　　　　　　ノ　28　　　　　　　　’
■　　　　　　　　／

　　　　　／ノ
　　　　　／■27　　　／／

　　　　ろ★34／／境水道・美保湾型

　－／

　中海皿型

　／／　　51
　　　　／26　　　ノ
／●　　　　ノ

／

　　　／　　　ノ
　　　／　13　／

0
．
1

図一3

1
0

10000n　ind．1100ml

表層試料について種の多様度（H7）と総個体数からみた群集構造のタイプ分け

　　　各地点の記号は介形虫群集の違いを示す（図一6参照）

楓

回

（ 尋
で

〆〆
　
　
＼
⑤

　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
回

　
　
　
　
　
▽

　　

E
岬
《

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ノ
／
回
画
回
・

Q
回
壁
／

一
　
回
』
　
．
一

．
で
評
掴
回

　
　
　
一
『

　
　
一
個
、
皿
回

　
　
回
回
回
、

⑤

回中海1型

回中海H型

回中海皿型

　境水道・
⑤美保湾型

回
画

図一4各群集型の分布

較的個体数が多く，境水道から美保湾の群集を特徴づ

けている．Po配06ッP〆∫3観θ鰍飢α（図一5i）は境水道

のみに分布している．

C．種組成からみた群集区分とその分布

　各地点における産出種と個体数のデータより，棄却

水準を5％としたときの有意な産出とみなせる種を中

などが個体数が多く

れ替わる．境水道中部から東部のN－31，N－32では

標記3種を合わせた個体数か総個体数の28～29％で

あり，N－32ではし－B群集要素であるSρ∫n∫1θわθr∫3

g襯4〆∫αo％1飢頗や」Lo∬060nohαaff．3∫non3∫3なども

高い産出頻度を示す．境水道西部のN－29，N－30地

心に，各地点で1位から5位くらいまで

の産出頻度をもつ種の組合せを検討した

結果，次の5つの群集に分けることがで

きた．それらの分布を図一6に示す．

（1）　ム。∬ocon6hα　aff．3∫nθn3∫s　－　B∫oo〆一

　n祝6』y疏。〆θわ∫3αnθn3∫3群集（以後L－B

　群集と略記する）：標記の種で総個体

　数の35％以上を占め，他にSρ∫n∫1θわθ一

　rガ3　〈1z祝z4r∫αo麗1θ‘z孟α，　C』y護hθ〆。ηzorρhα

　αα4ρz乙no診α孟α，」Lo∬ooon6hα　孟03‘zθn3∫3，

　P∫甜06』獲hgrθi3わ〆α41y∫or解∫3などを多

　く含む．境水道出口から美保湾にかけ

　てのN－33とN－34に分布する．

（2）　　B∫60rn祝6』y渉ho〆θ　わ∫3‘znon3∫3－Pon孟。－

　6』y孟hθrθ　　3μ6ブαρonf6‘z一」乙，o必ocon6hα

　oρ診∫解α群集（B－P－L群集）　：標記

　の3種のほかPonωo冥hθrθ加躍θn3一

　∫3，　C』y診hθ〆θ　n∫3hiniρPon∫（7α，　／1祝ガ1α

　oツηzわ‘z，　」Lo必。（70nohα　z〃αnozκh∫θn3∫3

　　　　，地点によりそれらの順位が入
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B：捌60プn曜冥h群θわi3αnθn3ガs群集
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　　　　　　　　図7　湖底環境と介形虫群集との関係

湖底環境に関する7つの因子にもとづいて行った主成分分析結果（高
安ほか，1989）に介形虫群集と群集型を重ね合わせてその分布を見た．
詳しくは本文参照．

　　　点では標記3種が総個体数の44％

　　　前後を占め，この群集の典型的種構

　　　成を示す．Ponめ。”〆∫3観θ肱厩α

　　　など，B－P－L群集に限って産出す

　　　る種もこの付近で個体数が増加す

　　　る傾向がある．中浦水門をはさんで

　　　北側のN－28と南側のN－27もこの

Z1　群集に含めたが，境水道域の他の地

　　　、点とは、Pon孟06』y孟hθroηzi鴛〆θn3∫3カ～

　　且鍬房αρon比αよりも個体数が上

　　　回っている点が異なる．標記3種の

　　　占める割合はN－28で約27％，N－27

　　　で約42％である．

　（3）　Bた。〆nzκごy護ho〆θわ∫3‘znon3is－C‘zllガー

　　3護。（〕ツ孟hθ〆θ‘zlα孟‘z－Spinガ1θ6θ〆∫s　9㍑‘z－

　　4加。㍑1θα厩群集（B－C－S群集）

　　　：中海水域のN－5地点のみに認め

　　　られる．標記3種のうち．疏oo鮮麗一

　　〇冥hθrθわかsαnθn3∫3の産出頻度が87．

　　8％と群を抜いて高く，ほかの2種

　　がそれぞれ3．4％，3．0％でこれに次
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　ぐ．このほか，C』y疏θrθn∫3h∫niρρonioαや孟1θ解∫o一

　ッ材ho〆θ9常痂などを伴う．

（4）　B∫（70〆n祝。』y孟hθ〆θわ∫3‘znθn3∫3－Sρ∫n∫Zθわθ〆∫3　（1z4α4〆∫α一

　〇％loα厩（B－S群集）：2～6種程度で構成され，

　その内で標記種の個体数の合計が総個体数の85％以

　上を占める群集で，中海水域の沿岸部に分布する．

　標記種のうちB∫oo〆鰍6』y’horθわ∫sαnθn3∫3が個体数

　も多く圧倒的に優占する場合と全体に個体数が少な

　い場合とがある．Sρガn∫Zのθ〆ガs　g襯4加6祝1θ砒αが有

　意な産出と認めるに至らず，次のB群集との中間型

　の様なもの（N－1，N－4）もあるが，ここでは標

　記両種の共産を強調してこれに含めた．

（5）Bた。〆鰍6』y地θrθ翫3αnθn3ガ3群集（B群集）：標記

　種のみ産出するか，C冥hθ〆。解。ゆhααoμ加no孟飢α

　などをわずかに伴う群集で，1～5種程度で構成さ

　れる．標記種が個体数も多く独占する場合と全体に

　個体数が少ない場合とがある．中海水域に広く分布

　する．

　以上の群集は前述の多様度と総個体数による群集型

区分では，図一4に示すようにL－B群集とB－P－L

群集が境水道・美保湾型，B－C－S群集が中海皿型，

B－S群集とB群集が中海1～皿型群集に対応する．

D．湖底環境と介形虫群集との関係

　表層試料については試料採取に際して，採取地点の

深さ，底質試料の含泥率，有機炭素量，C／N比，底層

水の塩分濃度，溶存酸素量，およびpHについての

データがとられ（中海・宍道湖自然史研究会ほか，

1987），この7変量について主成分分析を行った結果

が高安ほか（1989）によって示されている．それによ

れば，第1主成分は底層水の滞留状況を示している成

分，第2主成分はおもに塩分濃度に関連する成分と解

釈された．そこで，第1主成分軸（Z、軸）と第2主成

分軸（Z、軸）で示される平面に各地点をプロットし，

それに介形虫群集の区分を重ね合わせてみた（図一

7）．

　この図から解るように，Z1軸に対して負の領域に

（すなわち，底層水の交換が相対的に良い領域に）L

－B群集とB－P－L群集からなる境水道・美保湾型の

地点が集中し，底層水の交換が悪くなる方向に向かっ

て中海皿型，中海H型，中海1型の地点が散布されて

いる．すなわち，総個体数の多少は底層水の交換が良

好か否かに依存している．また，中海1型の群集のう

ちN－01やN－19のようにB－S群集の一部はZ2軸に対

して明瞭に負の領域に（すなわち，塩分濃度が相対的

に低い環境に）プロットされている．ちなみに，N－

01とN－19の塩分濃度はそれぞれ6．1，ILOパーミルで

ある．また，第1主成分得点が0から2，第2主成分

得点が0から1の間に集中しているB群集やB－S群

a．NU89－01 b．NU89－03 c．NU89－02
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図一8　各コアにおける乾燥試料10g当りの介形虫総個体数の垂直変化



麦一1 中海底質表層試料中の介形虫リスト

Spec］es　　　　　　　　　　No N－1 N－2・ N－3 N－4 N－5 N－6 N－7 N－10 Nヨ1 N－12 N－13 N－14 N－15 N－16 N－18 N－19 N－21 N－22 N－23 N－24 N－25 N－26 N－27 N－28 N－29 N－30 N－31 N－32 N－33 N－34 個体数
1，、θoηθ∫14ραo！fgo4θ雇ofo〔KAJIYAMA）

F 1．3 10．0 6．0 156．3 10．0 64．0 247．5
2ρoη∫o‘ッ戸η∫o㍑θη㍑ααBRADY I

I
41．3 14．0 3．3 31．3 89．9

3ρρ門∬oり”hoη4θoノロ戸。ηκロISHIZAKI
1

11．9 2．7 4．0 3．3 5．3 27．7
4ρoηω‘、V疏2r‘～7川μrθη3f3〔HANAI） 1 0．5 279．8 311．8 10．7 29．0 5．3 906．3 28．0 58．6 1630．0
5ρ∫吻妙。η～‘αIIIANAD 」 0．5 107．1 289．5 50．7 82．0 24．7 1187．5 14．O 32．0 1788．0
6ρ　sp　A

叶
ll．9 22．3 4．0 4．0 1．3 43．5

了ρ　sp　B 2．7 2．0 1．3 6．0

8ρ　sp　C 4．0 4．0
9ρσro々rlfθ’10戸∫θ躍od・ηfα（IIANAI） 5．3 5．0 2．0 62．5 4．0 78．8

10Co！’1∫ω‘』勲θrθα10オ。　HANAI
1

149．3 0．5 22．3 2．7 5．0 31．3 5．3 216．3
11C　フ。♪o川co配roηψρoηκo　IIANAI 」 2 27．8 2．7 7．0 2．7 312．5 37．3 390．0
12C　rμgo∫αHANAI 1 1 21．3 33．4 1．3 1．3 187．5 4．0 248．9
13C　cfrμηぬ’如∫αdσ’～3HANAI 1 2．0 2．0
14C　aff　rθ’κμ1躍。　HANAl

1

6．0 5．6 11．5

15C　sp　A 16．7 2．7 62．5 5．3 87．2

160　sp　B 6．0 16．7 31．3 53．9
17C』v疏θrθηf∫んゴ川ρヵ。ηκσOKUBO 0．5 95．9 1．1 190．5 61．2 32．0 32．0 7．3 312．5 5．3 738．4
183hlzσビン疏orθ寿冨田。μyθ∫〔KAJIYAMA） 23．8 11．1 1．3 4．0 31．3 5．3 76．9
19Sμ川’θ加r1∫guα4r∫α‘μ1θα蝕IBRADY） 0．5

！
0．5 127．9 8．0 1．0 8．5 47．6 33．4 2．7 6．7 906．3 110．0 181．2 1434．3

20Tro‘ん｝’1θ加η3∫‘oわro‘μηθα∫o（BRADY） 1．1 4．0 4．0 14．7 62．5 16．0 102．2
21　、4roη’ho‘y〃捉～rθ1∫　η！∫’∫μη！oゴ〔ISHIZAKD 1 77．4 122．5 8．0 22．0 10．7 50G．0 16．0 32．0 788．5
22ρオ∫fo‘yfh2rθ冨わro4y∫or御1∫（lsHIZAKI） 0．5 27．8 1．3 8．0 7．3 93．8 32．0 170．7

23ρわroの川S田ZAKI） 6．0 1．0 1．3 437．5 48．0 101．3 595．1
24〔〕1ρω‘ン疏ρrθ占ro4y’HOI、DEN 1．0 1．0

25B・‘σrημ‘y翫θrθ加∫αηθ月∫∫3（OKUBO） 3．5 0．5 16．5 7．5 3827．3 80．5 28．0 2．5 147．5 574．5 2037．4 246．O 30．5 3．5 0．5 12．5 475．2 70．5 88．5 563．4 6．0 2185．0 595．2 133．6 130．7 96．0 17．3 1468．8 140．0 479．7 13468．8
26、47ηわ。‘y重勉rθahh　Jo∫，σηκo　ISHIZAKI 31．3 31．3
2アA∫oo∫ρ”o’o用。々05θIISHIZAKI） 5．2 89．3 78．0 20．0 29．0 14．7 343．8 4．0 5．3 589．2
28F田’ησπh川θ’10（F）μrαηψ戸。πf‘αIsrHZAKf 6．0 33．4 4．0 1．0 1．3 31．3 76．9
29F　J30rρη∫∫oりIo）ノ。∫｝o川‘・α（ISHIZAKD

11．1 2．7 2．0 5．3 21．1

30、4μη’o‘y励。〔BRADY） 1．0 1．0 29．8 83．5 28．0 33．0 15．3 375．0 4．0 16．0 586．6
31．4　aff　〃取πθ‘h1加11S田ZAKI 5．6 1．3 1．0 2．0 31．3 2．0 5．3 48．5
32，4　cfr　μroηoμ‘hfθη3151SIIIZAKI 9．0 1．3 31．3 41．6
33。4　cfr加∫oゴ11S田ZAKI 6．0 11．1 1．0 2．0 62．5 5．3 87．9
34．4　sp 4．0 1．3 31．3 36．6
35ρ∫oμ40αμr1’o／o戸。〃f‘αIIS｝HZAKI｝ 1

1．0 31．3 32．3
36尺。自計。η’o∫8hゴ～o々π（OKUBO） 1

2．0 2．0

37∫～sp 0．5 35．7 50．1 1．0 0．7 4．0 92．0
38〃θ綱1ビンfhθr〆7η’11（ISIHZAKb 53．3 7．4 2．0 6．0 11．1 4．0 4．0 31．3 2．0 121．1
39Co川μ‘og躍規わロfo30θη∫15（IS｝HZAKI） 1．3 0．7 156．3 158．3

40Co9μ槻加融1：0ゐ㍑YAJIMA イ 35．7 22．3 1．3 4．0 31．3 94．6
41Byfho‘θro‘∫ηαんαη召”ISHIZAKI 5．6 1．3 1．3 62．5 70．7
4213』y’ho‘、v芒んgrθ〃！01∫α々ρη51∫IKEYAand　HANAI

31．3 31．3
43〃9川哩んθrμrσ‘期θofoHANAl 5．6 0．7 6．2

44〃。比・伽α‘o規μo‘』yfたθr14θoHANAI 35．7 16．7 1．3 2．0 2．0 31．3 4．0 93．0

45Cソhθ川rα川”以IS田7AKD 0．5 0．5 2．0 5．3 8．3

46Sgη1κ』v∫hθr賀rαhθηr』yho加dHANAIandfKEYA 5．6 62．5 68．1

47S　cfr加川rθη∫1∫旧ANAI） 47．6 39．0 2．0 1．3 93．8 183．7

48S　spA 5．6 2．0 7．6

49S　spB 11．9 11．9

50Cンfhθrσμoroη川’μr朋3∫3HANAI 5．3 5．3

51ρσrσ‘ソ加r漉。　sp 2．0 2．0
521、oエ。ωη‘た。　hoπoηf　IS田ZAKI 6．0 8．O 2．0 16．0

531．ノoρoη澱IS田ZAKI 16．7 12．0 8．7 156．3 2．0 5．3 201．0

541、加”011SIHZAKI 1．0 2．7 4．0 2．0 62．5 72．2
55／．加04θ∫’o　IS川ZAK1 29．8 156．3 186．0
561，0μ1川。　IS田ZAKl

1
0．5 214．3 133．6 38．7 102．0 24．0 625．0 2．0 32．0 1172．1

5了1．affρμ1‘んroISHIZAKI 6．0 4．0 10．0

581、affε～麗η∫15BRADY 0．7 562．5 142．0 543．7 1248．9
591、fo5αθ月∫1∫IS田ZAKl 1．0 2．7 62．5 42．0 181．2 289．4
601．故親契’050旧U） 89．3 33．4 6．7 4．0 4．7 250．0 8．0 396．0
611．μrαηoμ‘加θη31∫ISmZAKI

汁
11．9 155．9 16．0 2．0 2．7 250．0 2．0 26．7 467．1

62ん　sp　A 47．6 5．6 4．0 4．0 156．3 217．4
631．sp　B 11．9 2．7 3．0 0．7 31．3 49．5
64C♪’疏ρroη10r戸ん。α6μρμηαα’α〔BRADY） 42．6 0．5 1．0 3．2 1．O 2．8 0．5 10．5 44．5 24．0 39．O 3．3 281．3 136．0 143．9 734．1
65、、ψρoηo‘yfθrθわf‘αrゴηα砂（IS｝IIZAKI）

62．5 18．0 58．6 139．1

66Xθ5ω’θ加η5hoηα～ISIHZAKI 42．6 1．5 125．0 72．4 9．3 14．0 4．7 250．0 4．0 523．5
67X∫ogo〃！∫θη廊KAJIYAMA 11．9 16．7 0．7 93．8 5．3 128．4
68X　∫θfoμ6ん∫θη3fεOKUBO 4．0 4．0

69X　sp 22．3 22．3
70ραrαゴ。エ。εfo川αωη∫ノ。かηθKAJIYAMA 1．0 1．0

71ρ　sp 35．7 9．3 7．0 31．3 6．0 89．3
72Cy疏θro∫∫sp 6．0 16．7 10．0 281．3 16．0 32．0 361．9
73ραrα‘』y’hθro樗cfr　‘03αθπ3∫∫ISHIZAKI

50．1 1．3 125．0 12．0 5．3 193．8
74ρ　sp 0．5 0．5 17．9 2．0 20．9
750thers 0．5 0．5 1．0

総　個　体　数」　100ml〕 4．5 0．5 17．0 8．0 4360．3 80．5 28．5 2．5 148．0 576．0 2037．4 255．0 33．0 4．0 1．5 21．5 535．6 75．0 90．5 566．2 9．5 2200．7 2226．2 2088．0 502．7 635．0 229．3 11687．5 786．0 2142．9
種　数 3 1 2 2 8 1 2 1 2 2 1 3 4 2 2 3 6 5 4 2 5 3 33 41 41 48 46 52 28 32



表一2 中海南東部底質柱状試料中の介形虫リスト

a．NU89－01

Species　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No 4 5 6 7 8 9 ll 12 13 14　　15 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 147　　48　　49　　50　　52　　53　個体数
1ρro戸。腔ツ戸rf5sp

1
1

1

1
　
3
．
0
「

1
一　　　　　　　　　　3．0

2ρo月∫o‘劃v疏θrθ〃㍑μrθη∫1∫〔HANAI） 5．l　l 1．61 2．8 1 1 1 1
1 I

I
1

1

1 i　　I　　　　　　i　　　　　　　　　　　g．5
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図一9　柱状試料について種の多様度（H’）

　と総個体数からみた群集のタイプ分け

　各サンプルの記号は介形虫群集の違いを示
　す．

b：捌ooプn解餌hθプθわ∫3αnθn3∫3群集

b－c：Bガ60プn㍑o』y診hθプθわか3αnθn3∫3－Cαllガ3診。－

　cythere　alata群集

s－b：SP∫n∫loわθプガ3g祝α4ガα（7祝1θα孟α一βf60プn祝一

　6冥h併θわか躍nθn3ガ3群集
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集の各地点は，塩分濃度が21～27パーミル，

溶存酸素量が0．5～2．1mZ／2である．B－C－

S群集からなるN－5地点は塩分濃度や溶存

酸素量ではこれらの地点と差異はないが，含

泥率と有機炭素量がやや低い値を示す．境水

道・美保湾型に含まれるB－P－L群集の各地

点は，塩分濃度が21～27パーミル，溶存

酸素量が4．2～7．1mZ／2，L－B群集の場合は

塩分濃度が29パーミル前後，溶存酸素量が

8．1～82mZ／2である．なお，介形虫を産出し

なかった4地点のうち，N－20は塩分濃度が

6．0パーミルで採取地点のうち最低値を示し

ている．しかし，その他の3地点では周辺の

地点と比べて各測定値にとくに顕著な差異は

認められず，溶存酸素量に関してはN－08，

N－09，N－20でむしろ周辺より高い値を示し

ていた．これらの地点で介形虫が産出しない

理由は，今回検討した測定項目以外の制約条

件に因るものであろう．
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IV．柱状試料中の介形虫群集とその垂直分布

A．種数と総個体数

　表層試料に比べて全体に種数が少なく保存

もわるい．未同定種も含めてNU89－01では

30種，NU89－02では10種，NU89－03では13

種を識別した（表一2a～2c）．各コアにおけ
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る乾燥試料10g当りの介形虫総個体数の垂直変化を図

一8に示す．米子湾奥で採取したNU89－01とNU89－

03は地点が近接していることから，ほぼ類似した傾

向を示す．すなわち，深さ30cm前後に見られる小さな

ピーク，40～60cmの鈍いピーク，60～80cm，90～115cm

の大きなピークがこれら2本のコアで対応している．

NU89－03ではさらに下位にもうひとつのピークが見

られる．なお，NU89－01では深さ20cmを頂点に上位に

向かって総個体数が減衰する現象が見られるが，この

部分は含砂率が高いことや，後述するように群集組成

が異質なことから，浚渫砂が混入しているものと思わ

れる．伯太川北東沖のNU89－02のコアは米子湾奥の

コアとは異なり，深さ5～30cmで多産する他は全体に

介形虫に乏しい．

　図一9縦～9Cには表層試料と同様に，縦軸に種の多様

度の指数としてShannon－Weaver関数のH’，横軸に

乾燥試料10g当りの総個体数をとって，各層準のデー

タをプロットしてみた．表層試料の場合と同等の意味

を持つものではないが，群集の構造を類推する助けと

なろう．この図からわかるように，各層準の試料は概

ね3つの群集型に分けることができる．A型は総個体

数が少なく種多様度も低いもの，B型は総個体数は比

較的多いが種多様度は低いもの，C型は総個体数が比

較的多く種多様度もやや高いものである．大部分の試

料はB型に属する．A型は表層試料の中海1型に，B

型は中海H～皿型に比較できると考えられるが，B型

は中海n，皿型の場合より種多様度がわずかに高い方

に偏っているようである．C型に比較できるタイプは

表層試料では見あたらない．

B．各柱状試料にみられる主な種の垂直分布

　各コアに共通して産出する種は，捌6併n鷹冥hθ紹

わ∫3αnθns∫s，Sρ∫n∫1θ加〆∫39襯4r∫α6祝Z飢頗および

Cαll競oo冥hθ〆θα1α‘αの3種であり，このうち前2種

がほとんどの試料で卓越し，総個体数の変化もほぼこ

の2種の多少に支配されている．図一10a～10cに各コ

アにおける主要3種の乾燥試料10g当りの個体数の変

化を示す．

　NU89－01のNα04～09（7．5～22．5cm）では例外的に種

数が多くSp∫n∫1θ加〆∫3g襯4〆∫αoμ1θα厩とB∫oo〆n鷹ッー

地θrθみ∫3αnon3∫sの他に，表層試料では境水道から美

保湾にかけて特徴的に分布するPo配oo冥hθrθspp．や

ム。∬ooonohαspp．を含んでいる，この層準の直下（Nα

10）には介形虫が産出せず，Nd1～13（25．0～32．5

cm）でS．g襯4r∫αo祝1θα頗が優占する群集が認められ

ることから，Nα04～09は明らかに異常である．これま

での資料でもこの層準で海生要素が増えることは認め

られていないことから，浚渫など人工的な影響による

とみてさしつかえないであろう．Nd1～13のS．

g襯4加6麗1θα厩が優占する層準はNU89－03のNα06

（25．0～27．5cm）付近に対比される．NU89－01のNα

17～24（40～60cm）では，逆にB．わ∫3αnθn3∫3が優占す

る．この層準に対比されると思われるNU89－03の

NdO～12（45．0から57．5cm）付近でもS．g襯4r歪一

αo祝1θα厩よりB．わ∫躍nθn3∫3の方が多くなるが，Nα11

（50．0～52．5cm）でム。必ooon6hαspp．を含んでいる点が

異なる．深さ60～120cm付近まで（NU89－01のNα25～48

とNU89－03のNα13～25）にはCαIZ∫3如oly地θ紹α1飢α

が数％の割合でほとんどの試料に産出する．また，こ

の深さには前述したように総個体数について2つの大

きなピークを含んでいるが，そのうち上位のもの

（60～80cm）ではS．g襯4〆∫α6μ1θα頗がB．わ∫3αnθn－

3∫sよりも優占する傾向がある．しかしそれより下位

ではほぼ一様にB．わ∫3αnθn3∫3が70～80％を占める

層準が続く．NU89－03のNα28以深（135cm以深）では

S．g襯4加。祝loα頗の割合が40％前後を占めるまで増

加し，また，C．α1飢αも4．5～19．3％に増加する．

　NU89－02のコアでは，Nα02～08（5～37．5cm）で

はB．わ∫躍nθn3なが優占するが，S．g襯4r彪。㍑Z飢厩も

10％以上を占め，上位に向かって少しづつ増加する傾

向が見られる．Nα09より（40．Ocmより）下位では個体

数が少なくNd7まで（82．5cmまで）B．わ∫3αnθn3∫3がほ

ぼ独占する．Nα18以深（85．Ocm以深）ではC．αZ厩αの

占める割合が急増する．

C．種組成による群集区分とその垂直分布

　表層試料の場合と同様に，棄却水準を5％としたと

きの有意な産出とみなせる種を選び出し，それらの組

合せを検討して次のように群集区分を行った．

（1）　B∫oo〆n祝6』y‘hθ〆θわか3αnθn3∫3－Spガn∫1θわθ〆∫3　gz祝z4〆ガ‘z－

　6μ1ε厩α一CαIZ説06ッ疏θrθα1厩α群集（以後b－s－c

　群集と略記する）：B∫oorn鷹ッ孟hθrθわ∫3αnθn3∫3と

　Sρ∫nガ1θ加r∫3g襯4プ∫αoμ1θα雄の2種で総個体数の

　80％以上を占め，さらにCαll∫s孟06』y疏θ〆θα1飢αを

　含む群集である．NU89－Ol，NU89－03の60～70cm

　より深い層準に見られるが，NU89－02には存在し

　ない．表層試料のB－C－S群集に近いものと考えら

　れる．

（2）　B∫60〆n祝。』y孟hθ〆θわか3αnθn3∫3－Sρ∫n∫1θわ。〆∫s　（1祝α4短‘z－

　o祝1θα‘α群集（b－s群集）：標記の2種で総個体
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　数の90％以上を占め，かつ，

　B．わ∫3αnθn－3i3がS．9襯4〆∫α一

　6麗10厩αよりも優勢な群集で

　ある．総個体数は少ないもの

　から多いものまで変化に富

　む．NU89－01とNU89－03の

　45cmより深いところとNU89

　－02の40cm付近より上位に分

　布し、今回扱った柱状試料の

　半数近くがこの群集に含まれ

　る．表層試料のB－S群集に

　ほぼ対応すると考えられる．

（3）Sρin∫1θわθ〆i39襯4〆ガα6祝lo一

　‘z孟α一B∫ooプn祝6』y孟hθ〆θわ∫3‘znon－

　3ガ3群集（s－b群集）　：b－

　s群集と似ているが，S．
　g祝α4プ批z6㍑1θ‘zた2　カミ　B．　わ∫3‘z

　non3∫sより優勢なものをこれ

　に含めた．NU89－01，NU89－

　03の40cm付近より上位に分

　布し，NU89－02にはみられ

　ない．表層試料にはこれに対

　応ずる群集はない．

（4）　Bガoo〆nzκごy孟hθ〆θ　6i3‘znθn3i3

　－Cαll∫3め6ッ疏θ〆θα1α厩群集

　（b－c群集）：標記の2種

　で総個体数の80％以上を占

　める群集で，Sρ∫n漉加〆ガs

　9㍑‘zoケ∫αo㍑1θα孟α，　　Cツ孟hθプθ

　n∫3hガη∫ρρonioαなどをわずか

　に含む．b－s－c群集に比べ

　ると総個体数が少なく，C．
　‘zl‘z乱z　カミ　S．　gz祝z4〆批z（7祝lo‘z孟‘z

　よりも産出頻度が高いのが特

　徴である．NU89－02の120cm

　以深にのみ分布する．表層試

　料にはこの群集に対応するも

　のはみあたらない．

（5）　B∫（70rnzκ』y孟hoプ（9わis‘znθn3ガ3

　群集（b群集）：総個体数が

　少なく，B．傭α舵nsガ3がほぼ

　独占する群集で，NU89－02

　の35～85cmとNU89－03の125

　cm付近に分布する．表層試料
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　のB群集のうち総個体数の少ないものに対応する．

（6）　その他：NU89－02のコアでNα20とNα23に

　Cα疏3め6ッ地併θ属が優占する群集がみられるが，個

　体数が少ないので，ここではその他の群集として

　扱った．

　　前述した群集構造の各タイプにこれらの群集を重

　ね合わせてみると（図一7），A型はおもにb群集

　からなり，B型ではNU89－01とNU89－03では総個

　体数と種多様度の低いものから高いものに向かって

　概ねb群集，s－b群集，b－s群集，b－s－c群集

　の順に分布し，NU89－02ではb群集，b－c群集，

　b－s群集の順で分布している．またC型はb－s－

　c群集またはb－s群集からなっていることがわか

　る．

　図一11a～11cには各コアについて，群集型の垂直変

　化と種組成による群集の垂直変化を示した．

V．介形虫群集と底質環境の変遷

A．堰堤完成以前と以後

　IsHlzAKI（1969）は，1963年8月と1968年7～8月に

採取された40試料のうち20試料から摘出された介形虫

群集について検討している．それによると，種の組合

せの類似度からA～Fの6つのbiofaciesに分けられ，

また，類似した群集を示す地点の類別では1～皿の

biotopeに分けられる．

　Biotope皿は最も境水道に近い江島の北側の水域

で，biotope　nは大根島の北側から西および南西側の

水域を占めており，biotope　Iは沿岸部や米子湾に分

布している．Biotope皿は外洋水域要素の種群を含む

ことで特徴づけられ，biofecies　C，D，E，およびF

で構成される．この中にはCαll魏oo冥hθプθspp，や

乙。記ooonchα解αno伽hガθn3∫3など，今回おこなった群

集区分でB－P－L群集に共通する種群を多く含む．

Biotope皿は筆者らのN－28，N－29付近に相当し，こ

の水域は堰堤完成以前と以後では大ぎな環境変化がな

かったことを示している．

　Biotope　nはB∫60〆n祝。』y孟hθプ。房3‘znθns∫3＊，Sμnガ1θ一

わθ〆∫39祝α4〆ガ‘zo麗loα厩，Cαll∫舘06』舛hθrθα1α厩など，

biofaces　Cを構成する種群で90％以上が占められるこ

とが特徴である．これは筆者らのB－C－S群集にほぼ

相当し，N－05地点がこれに当たる．Biotope　mこ含ま

れる試料は総個体数が多いこともN－05の場合と共通

している，IsHIzAKI（1969）のデータからShannon－

Weaver関数のH’を計算してみると，2．0前後の値を

示すものが大根島の北～西部に分布し，0．5～1．0のも

のが大根島の南西部に分布している．N－05試料のH’

は0．85であり，堰堤完成以前の大根島南西部の試料の

値に良く一致している．N－05は周辺より含泥率が

15％程度低く，有孔虫（中海・宍道湖自然史研究会ほ

か，1987）や貝類（高安ほか，1989）でもやや異質の

群集を産出する．したがって，N－05では堰堤完成以

前の堆積物を採取したか，またはかなりの部分混入し

ている可能性がある．米子湾奥部にもbiotope　nに含

めた地点があり，堰堤完成以前にそこにはsρi加1のθ一

r∫3gμα4〆∫αo祝1θα厩と研60〆n鷹冥hθ紹わ∫3αnθn3ガ3が優

占する群集がみられた．これは筆者らのB－S群集の

うち総個体数の多い中海n型の群集（N－14，N－21）

に近いが，それらはむしろ米子湾口から湖心部に分布

しており，S．9襯4〆∫αo躍θα厩よりもBf60〆n鴛Oly疏。〆θ

わ∫躍nθn3∫3が圧倒的に優勢である点が異なる．現在の

湾奥部には総個体数が非常に少ないB－S群集が分布

している．いずれにしても，堰堤以前のbiotope　nを

占めていた群集は，堰堤完成後ほとんど消滅したとい

うことができる．

　Biotope　Iぴこは　Pon孟06』yρ〆ガ3　9　sp．と　C』yオhθプ祝rα

解∫∫∫＊からなるbiofacies　Aが優占する総個体数が非常

に少ない群集が分布する．C冥ho御触常躍は堰堤完成

後もN－16，N－25，N－03など沿岸部の中海1型群集

に含まれるが，それらの群集にはPo漉ooッρrお属は見

られず，B∫60〆n解冥hθrθわ∫sαnθη3∫3が共産している．

また，堰堤完成以前にbiofacies　AからなっていたN－

08，N－09付近では，堰堤完成後には介形虫が産出し

ていない．一方，以前は介形虫がほとんど産出しな

かった中海東南水域では，堰堤完成後には種多様度は

低いが総個体数が比較的多い中海n型の群集が南に張

り出すように分布しており，底層水の交換を促す海水

の進入が中浦水門に限定されたことを明瞭に示してい

る．

　以上をまとめると，次のようになる．

　堰堤完成以前は海水は境水道から大根島のまわりを

反時計まわりに進入してぎており，塩分濃度の低下に

対応して介形虫群集も多様性の高いものから低いもの

へ徐々に変化しながら中海南東部に閉鎖的な水域へと

移行していた．堰堤完成後は中浦水門付近を境に種の

＊　B∫cor肱6欝hθrθわ∫sαηoπ3∫3とC昇hθ耀rα解躍は，それぞれ

　ISHIZAKI（1969）の」Lθg窺知oo算hθrθ∫3ho4伊∫と丁窃rαo』y疏θrθ

　御魂と同義．
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多様性が急激に低下し，中浦水域は全体に閉鎖的な環

境となり，単純な組成の介形虫群集が占めるように

なった．そのうち大根島南岸と南東水域では中浦水門

からの海水の進入経路となったために，以前よりは多

少環境が回復した．

各コアにおける介形虫群集および群集型の垂直変化

B．過去1000年間の変化

　米子湾奥ではNU89－OL　NU89－03の東方約500mの

地点で掘られたNU79のコアで，MATsuMoTo（1981）

により鉛一210法で平均堆積速度が0．077±0．002g／c㎡／y

と推定されている．堆積物粒子の平均比重を2．65と
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し，それぞれの試料の含水率をもとに堆積速度を1年

当りの堆積層の厚さに換算してNU89－01とNU89－

03に年代の目盛りをつけた（図一12a，12b）．NU89－

01の基底は西暦1100年頃，NU89－03の基底は西暦900

年頃と見積られた．この結果にもとづいて、米子湾奥

部の過去約1000年間の環境変遷を推定してみる．

　西暦900頃から1000年代の終わり頃までは，NU89－

03最下部層準のb－s－c群集で示されるように，米

子湾奥の底質環境は現在よりもはるかに良好で，干拓

堰堤が完成する以前の大根島西方～南西方水域の様な

状態であったと考えられる．この層準に貝殻を多量に

含むことも，このことを支持している．弓が浜半島が

r夜見島」であったとする風土記時代の古地理図（徳

岡ほか，1986）では，半島の頚部が美保湾と連絡する

もうひとつの水道として描かれているが，NU89－03

の最下部に見られるb－s－c群集は，おそらくそのよ

うな状況が平安時代の後期まで続いていたことを示し

ているのではないだろうか．

　1100年頃から1300年頃までは，湖底環境はかなり不

安定で，時にはかなり閉鎖的な環境もあったようであ

る．1300年頃からは現在の中海の湖心～沿岸域を想定

させる状況で環境は安定し，1400年頃までに，再び外

洋水の影響もでてくるような環境まで徐々に復活す

る．しかし，1500年代のある時期から，また不安定な

状況となり，1600年代の前半に，外洋水の影響がほと

んどなく，貧弱な介形虫群集しか分布しないような環

境まで一時的に落ち込む（NU89－01のNα24，NU89－

03のNd2）．これは斐伊川が1630年代に東流し，大量

の淡水が宍道湖・中海へ流入した事件や，近世の小氷

期の海面低下と対応しているかも知れない．1600年代

後半は現在の中海湖心部程度の状況でしばらく安定し

ていたようだが，1700年代に入って閉鎖的環境が進行

し，淡水の影響を受けやすくなった．その後はこのよ

うな閉鎖的環境が固定化し，1800年代後半からはほと

んど介形虫の生活には適さない状況となったようであ

る．1600年以降については，高安ほか（1989）が貝類

試料をもとに議論した内容とほぼ一致した環境変化

が，介形虫によっても読み取れたことになる．

　伯太川北東沖のNU89－02については，年代推定の

直接的な資料に乏しい．このコアでは，個体数に乏し

い単純なb群集からなる下位層準と，個体数が比較的

多いb－s群集からなる上位層準が，深さ30～35cmを

境に明瞭に区別できることが最も目立つ特徴である．

また，NU89－02地点の西方約600mの地点で行った

NU88－01－02のコアの貝類群集の検討（高安ほか，

1989）でも，深さ30～35cmを境に，それより下位では

貧弱であった群集が，上位では種数も個体数も急激に

増加していることが指摘されている．一方，伯太川の

河口の北西方で，飯梨川河口の北方約1㎞の地点で採

取したNU88－04－02のコアでは，NU89－02やNU88－

01－02の場合とは逆に深さ30cm付近より上位で貝類が

ほとんど産出しなくなることも知られている（高安ほ

か，1989）．飯梨川は中海南岸に流出する河川では最

も大きく，河口にはデルタが形成され，河口付近の河

道が自然および人工的に何度か移動したことが知られ

ている（林・松浦，1987）．そのうち最も明瞭なもの

は，西暦1840年（天保11年）にそれまで北東に向いて

いた河口が現在のように北方に流出するように改変さ

れたことである．上述した3本のコアの化石分析から

総合的に判断して，深さ35cm付近の諸現象をこの河道

改変に結び付けて考えると理解しやすい．仮に深さ35

cmを西暦1840年と仮定すると，NU89－02のコアの堆

積速度は0．07g／c㎡／yとなり，沿岸域であることを考

慮すれば中海でこれまでに求められている堆積速度と

大ぎく矛盾するものではない．堆積速度が一定であっ

たとするとNU89－02の基底は西暦950年頃になる．基

底付近の若干良好な底質環境を示すb－c群集は

NU89－03でみられたのと同様に，弓が浜半島頚部が

開いていた時期に対応するものかも知れない．

VI．ま と　　め

　1986年に採取された中海底質の表層試料と，1989年

に採取された中海南東部の柱状試料について介形虫群

集を分析した結果，次のことが明らかになった．

（1）中海の群集は一般に種の多様性に乏しい単純な群

　集で，それは総個体数の少ない順に中海1～皿型の

　群集型に分けられた．それらは中浦水門から海水が

　進入する経路に沿って皿，n，1と分布し，底層水

　の交換の程度に関係していることがわかった．中浦

　水門から境水道，美保湾にかけては，種多様度が高

　く総個体数も多い群集が分布し，境水道・美保湾型

　と呼んだ．

（2）表層試料中最も多産する種はB∫oorn鷹冥ho紹

　わ∫躍nθn3ガsで，他の種との組合せで次のような介形

　虫群集が識別できた．Lo∬ooonohαaff．3ガnθn3ガ3－

　B∫oo〆n鷹錨ho〆。わ∫sαnθn3∫s群集（L－B群集〉，

　B∫60〆n％（7』y診hθ〆θ　1うガ3‘znθn3∫3－Pon孟06』y‘hθプθ　3μ6ブ‘zpo－

　n∫6α」Lo灘060nohαoρ彦吻α群集（B－P－L群集），
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　B∫6・〆n鰐孟hθプθわ加nθns∫3－Cαlli3孟・6ツ孟hθ〆θα1伽

　Sρin∫1θ加プガ3g襯4〆ガαc祝1θ厩α群集（B－C－S群集），

　B∫・・プn鰐診hθ〆θわisαn・ηsi3－Sρガnガ1θ6θrisg襯4プ∫α砒

　1θのα群集（B－S群集），およびBi60〆n鷹冥hθ〆θ

　わ∫3αnon3is群集（B群集）．このうちL－B群集とB

　－P－L群集は境水道・美保湾型であり，B－C－S群

　集が中海皿型，B－S群集とB群集が中海H～1型

　に含まれることがわかった．

（3）干拓堰堤が完成する以前の介形虫群集と比較する

　と，今回の結果は中浦水門を境に境水道・美保湾型

　と中海型の差異が顕著に現れており，堰堤完成以前

　に見られた両者の中間的な群集はほぼ完全に消滅し

　てし・た．

（4）柱状試料でも種多様度と総個体数に関してA～C

　の群集型にわけられたが，種の多様度は現在の中海

　型より高いものが多かった．

（5）柱状試料中の介形虫群集は次のように分けられ

　た・B∫60rn鷹ツ疏θ紹　腕3αnθn3is－Sρ∫n∫1θ加〆∫3

　g襯4riαo鴛1θα厩一。α1〃3護06冥hθ〆θα1厩α群集（b－s－

　c群集），B∫oo〆n㍑冥horθわ∫3αnon3ガ3－3ρ∫nflθ加〆∫s

　g襯4r∫αo鴛1飢厩群集（b－s群集），Sp∫n∫1θ加〆i3

　g襯4〆∫αo鴛1飢厩一Bガoo〆nπ6冥hθ紹6i3αnθn3f3群集（s

　－b群集），捌60〆n鷹冥horθ6∫3αnon3∫3－Cαll∫3め。ッ孟一

　ghθrθα1厩α群集（b－c群集），Bioo〆n鷹冥hθ〆θ

　6∫3αnθn3∫s群集（b群集），およびその他．このうち

　b－s－c群集，b－s群集，b群集はそれぞれ表層

　試料のB－C－S群集，B－S群集，B群集にほぼ対

　応ずる．

（6）米子湾奥で採取した2本のコアから，西暦900年

　以後の底質環境変化について検討した．「夜見島」

　の存在を暗示する介形虫群集は西暦1000年代の終わ

　り頃まで確認され，その後，何度か環境的に不安定

　な状況を経ながら，次第に閉鎖的な環境へと移行し

　ていった．その過程で，1600年代前半の斐伊川東

　流，または近世の小氷期の海面低下に関連すると思

われる現象も記録されていた．現在のように介形虫

がほとんど棲めないような環境が固定されるのは18

00年代の後半と推定された．米子湾口で採取された

コアでは飯梨川河口部の河道改変に関連していると

思われる現象が認められた．これら，堆積物中に現

れている諸現象が歴史上のどのような事件と対応し

ているのか，さらに詳細な検討をする必要がある．
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図　版　説　明

（標本はいずれも中海底質表層試料中のもの；スケール・バーは0．1mm）

Fig．1　Ponオooly孟hθプθ常伽〆θn3ガ3（Hanai）

Fig．2　Pon孟oc‘y孟hθプ03めプαρon∫αz（Hanai）

Fig．3　Cαll魏oc』y診hθプθα1α孟αHanai

Fig．4　C』yオhθプθni3h∫nψρon∫oαOkubo

Fig．5　Sμnガ1θわθプ∫3（μα4プガ‘z6祝」θα診α　（Brady）

Fig．6　Pf3孟06』yオhθプθ∫3わプα4』y∫oプηzf3（lshizaki）

Fig．7　Pガ3孟oo』yヵhθプθ∫36∫3αnθn3∫3（Ishizaki）

Fig．8　B∫oornμo』y重hoプθわf3αnθn3ガ3　（Okubo）

Fig．9　／1μプπαo』yηzわα（Brady）

Fig．10　∫ノθηz∫o』y孟horθ777z∫∫ガIshizaki

Fig．11　C』yオhθプ祝プαηz∫f∫（lshizaki）

Fig．12　Lo∬ooonohαop古∫常αIshizaki

Fig．13　Lo必ooonoh‘z　aff．3ガnθn3∫3Brady

Fig．14　乙。∬060n6hα孟03αθn3∫31shizaki

Fig．15　Lo記ooonohα祝プαnoμ6hガθn3∫31shizaki

Fig．16　C』yオhθプ。ηzoプρhααoμp祝nαα雄　（Brady）
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